
認定基準の一部改正について
�　令和3年12月16日開催の理事会において、「ガードポスト」の認定基準の一部改正について
承認され、即日施行することといたしました。
　なお、一部改正の要旨については、次のとおりです。

一部改正の主な要旨等

１�　「4　構造」に規定するガードポストに使用する鋼管等の断面寸法については、「6　強度等」の
強度試験のみにより安全性を確認することとし、削除した。
２�　「たわみ及び曲げ強度試験」の重りつり下げ位置を、定められた位置から実際の上桟取付部の位
置に変更した。
３�　「上桟取付部の強度試験」及び「上桟取付部の上桟回転防止性能試験」を廃止した。
４�　その他、文言の整合を図った。

■ ガードポストの認定基準の一部改正について

１　適　用
現行のまま

２　種　類
ガードポストの種類は、設置箇所により第1種又は第2種とする。
（注�）第1種は、荷上げ用の開口部、荷上げ構台、仮設階段の踊場、トラック棧橋、土止壁上部等
に設ける防護工に使用するものをいい、第2種は第1種に掲げる防護工以外の防護工に使用す
るものをいう。

　【解　説】
ガードポストの種類における第1種及び第2種は、本基準の適用上図－1のように分類した

ものである。したがって、ガードポストを認定申請する際、第1種又は第2種のいずれである
かを明記する必要がある。
なお、第1種ガードポストとして認定されたものは第2種（第1種の設置箇所以外の箇所）の

設置箇所へも設置することができる。
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図1　ガードポストの分類

図の削除

３　材料等
現行のまま

４　構　造
ガードポストは、本体、上桟取付部、中桟取付部及び構造物等
への取付金具等を有し、かつ、次の各号に定めるところに適合す
るものでなければならない。
⑴�　ガードポストに使用する鋼管等の断面寸法は次の表に示す
鋼材の種類に応じた断面寸法と同等以上の性能を有するもの
であること。

⑵�　⑴　上桟取付部はガードポストの高さは、種類により次の表に示す高さに上桟を確実に固定
できる構造ものであること。

⑶�　ガードポストの上桟取付部及び中桟取付部のボルト等の突起物については、埋頭型又は覆い
を設けること。
⑷�　⑵　中桟取付部は、高さ35cm以上50cm以下の位置に中桟を確実に固定取り付けることの
できる構造であること。

　【解　説】
⑴�　⑶は、ガードポストを設置した付近において、労働者らが歩行又は作業中にその者の衣服
等が、ガードポストの突起物に巻き込まれないため、突起物を埋め込みするか、又は突起物
にカバーを設けることを定めたものである。
⑴�　上桟取付部及び中桟取付部の高さとは、ガードポストを構造物等へ取り付けた場合におい
て、床の上面よりそれぞれ上桟、中桟の上面までの間隔をいう。
⑵�　上桟及び中桟の取付部は、それぞれ確実に固定できる構造であること。
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種類別寸法表（単位mm）

鋼材の種類 本　　体

鋼　　　管 φ34.0×2.0

角形鋼管 30×30×1.6

形　　　鋼 40×40×5

ガードポスト上桟取付部の高さ

種　類 高さ（cm）

第　1　種 95　以　上

第　2　種 90　以　上

（注）�ガードポストの高さとは、構造物等へ取り
付けた場合において、床の上面より上桟の
上面までの間隔をいう。

図21　ガードポストの例



⑵�　⑵の中桟取付部の高さは、ガードポストの締付厚さに応じ、最も低い高さと最も高い高さ
が35cm以上50cm以下の範囲内であること。
⑶�　⑴及び⑵の確実に固定できる構造とは上桟、中桟をクランプ等で動かないように固定でき
ることをいう。

５　工作等
現行のまま

６　強度等
⑴�　ガードポストは、次の表の左欄に定める試験方法による試験を行った場合に、それぞれ同表
の右欄に定める強度等を有するものでなければならない。

試　　　　　験　　　　　方　　　　　法 強　度　等

（滑り試験）
⑴�　次の図に示すように,�ガードポストを試験用ジグに取り付け、取付部の
締付厚さの中心線上の位置に次の表に示す種類に応じた重りをつり下げ、
取付部の滑りの有無を調べる。

重り 

滑り試験の例

種　類 重りの重量
（kg）

第１種 85

第２種 40

⑵�　重りを取り除いた後、取付部の脱落、取付部の緩み等の有無を調べる。
⑶�　本試験において、取付部等がねじ締めのものにあっては、ねじ部の締付
トルクは、次の表によるものとする。

ねじ部の締付トルク

ボルトの径
（mm）

締付トルク
（kN・cm）

10未満 2.4

10 2.5

12 3.0

14 3.4

16 3.9

18 4.3

20 4.8

22以上 5.1

滑りを生じないこ
と。また、重りを
取り除いた後も、
取付部の脱落又は
緩み等の異常を生
じないこと。
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⑷�　取付部の締付厚さが調節可能なものにあっては、最小締付厚さと最大締
付厚さについて試験を行うものとする。
　�　本項にいう「最小締付厚さ」と「最大締付厚さ」は、製造者の仕様書に
よるものとする。ただし,「最小締付厚さ」の表示が10mm未満の場合は
これを10mmとみなすものとする。

（たわみ及び曲げ強度試験）
⑴�　次の図に示すようにガードポストを試験用ジグに取り付け,�上桟取付部
に次の表に示す種類に応じた重りをつり下げ、重りつり下げ位置のたわみ
量及び曲げ強度を測定する。

種　類
重りの重量（kg）

たわみ測定時 曲げ強度測定時

第1種 85 160

第2種 40 100

上桟取付部 

たわみ及び曲げ強度試験の例

寸法線削除

⑵�　次の図に示すような使用時の取付方法により、荷重の方向が変わる構造の
ものは、それぞれ両方向についてたわみ及び曲げ強度試験を行うものとする。

第 1種 950㎜
第 2種 900㎜

重り 

第 1種 950㎜
第 2種 900㎜

重り 

上桟取付部 

上桟取付部 

⑶�　本試験において取付部等がねじ締めであるものにあっては、ねじ部の締
付トルクは,�滑り試験における表「ねじ部の締付トルク」によるものとする。
⑷�　取付部の締付厚さが調節可能なものにあっては,�最小締付厚さと最大締
付厚さについて試験を行うものとする。
　�　本項にいう「最小締付厚さ」と「最大締付厚さ」は,�製造者の仕様書に
よるものとする。ただし,「最小締付厚さ」の表示が10mm未満の場合は
これを10mmとみなすものとする。

（注）１�　たわみ試験において、重りを取り除いた後でも、取付部が脱落又は
緩み等の異常を生じてはならない。

１　たわみ量
　最大値
　　110mm以下
　平均値
　　100mm以下

２　曲げ強度
　破壊しないこと。
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寸法線削除
寸法線削除



　　 ２�　曲げ強度試験において、「破壊しない」とは重りをつり下げたとき
ガードポストの変形（くの字形）又は脱落等の異常がないことをいう。

（上桟取付部の強度試験）
⑴�　次の図に示すように、ガードポストの上桟取付部に上桟ジグを取り付け
る。これに次の表に示す種類に応じた重りをつり下げ,�破壊の有無を調べる。

種　　類 重り（㎏）

第 １ 種 160

第 ２ 種 100

上桟取付部の強度試験の例

⑵�　本試験において取付部等がねじ締めのものにあっては、ねじ部の締付ト
ルクは、滑り試験における表「ねじ部の締付トルク」によるものとする。

破壊しないこと。

⑵�　ガードポストの上桟取付部は、次の表の左欄に定める試験方法による試験を行った場合に、同
表の右欄に定める性能を有するものでなければならない。

試　　　　　験　　　　　方　　　　　法 強　度　等

（上桟取付部の上桟回転防止性能試験）
次の図に示すように1.5m間隔で取り付けた2本のガードポストの上桟取付
部に上桟ジグを取り付け、この上桟の中点にレバー付クランプ等を水平に固
定し、当該レバーの長さ（ℓ）に応じた重り（w）をつり下げることにより、
0.74D［kN・cm］※1（Dは上桟の外径（cm））の回転力を与え、上桟の回転
の有無を調べる。

レバー付クランプ 上桟ジグ 

ガードポスト 

上桟取付部の上桟回転防止性能試験の例

※1　0.74D＝ℓ×w

上桟が回転しない
こと。

７　表　示
現行のまま
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仮設機材の認定品・仮設構造物等の承認品・
単品仮設機材等の承認新規取得及び更新状況

会員名 工場名 種類名 型式

アルインコ株式会社

兵庫工場

床付き布わく ALTJ518T（ALTJ515T,�ALTJ512T,�ALTJ509T,�
ALTJM518_T,�ALTJM515_T,�ALTJM512_T,�ALTJM509_T）

持送りわく TDS81A

階段枠 ALK19Z_A（ALK19Z_B）

移動式室内足場 CSY1260XE_3J（CSY1260XE_3K）

親綱支柱 ALPS5_S（ALPS5）

緊結部付ブラケット

XB240HSJ

XB500HSJ（XBM50HSJ）

XBS500HSJ（XBS500AS）

くさび式足場用梁枠

XH3658SJ（XH3658S,�XH3658,�XH3658J,�XHM36SJ,�
XHM36S,�XH2743SJ,�XH2743S,�XH2743,�XH2743J,�
XHM27SJ,�XHM27S）

XH5487SJ（XH5487S,�XH5487,�XH5487ST_J,�
XH5487J,�XHM54SJ,�XHM54S）

くさび緊結式足場用
先行手すり

XX1829S（XXM18S,�XX1524S,�XXM15S,�XX1219S,�
XXM12S,�XX914S,�XXM09S,�XX610S,�XXM06S,�XX1829K,�
XX1524K,�XX1219K,�XX914K,�XX610K）

蘇州好霊通金属制品
有限公司�本社工場

階段枠 ALK9180KLJVC（ALK9180KLVC）

移動式室内足場

CSY1875L3JU

CSY2010L3JU

CSY2075M3JU

アルミニウム合金製
可搬式作業台

CSN10TUN

CSN15TUN

CSS10TUS

CSS15TUS

㈱ピカ�コーポレイ
ション�滋賀工場

アルミニウム合金製
脚立

BSA-90A

BSA-120A

BSA-150A

BSA-180A

認定型式｜
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